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愛宕東小学校 教育目標

豊かな心をもち，実践しようと努力する子
かしこい子 やさしい子 げんきな子

今年度 重点教育目標

未来に向かって 自分をみがく子
～ 思い合い 学び合い ～

校長 橋 本 彰

早いもので師走を迎えます。本格的な風邪の季節にもなりました。本校でもインフルエンザに罹患する児

童が増え，２５日（月）には２年生１０４名中，３８名が欠席し，翌日から３日間，学年閉鎖の措置をとり

ました。他の学年，特に低学年でインフルエンザによる欠席が多く見られます。

今回の本校の罹患状況はＡ型の罹患でＢ型の連絡は一件もいただいていません。その年によってはＡ型に

２回，Ｂ型に１回，計３回罹患する可能性もあるようです。学校では引き続き予防と蔓延防止に努めてまい

ります。地域，保護者の皆様も予防に十分ご配慮ください。

過日，旭川市ＰＴＡ連合会主催の研修会で，奥村幸治氏

（※右囲みをご参照ください）の講演を拝聴しました。講

演では、イチロー選手が影で努力する理由やエピソード，

また，田中将大選手の強さの秘密等，野球をベースに軽

快な口調でお話しされました。

ルーティーンや身辺自立の重要性，教える者と学ぶ者の

心構えやあるべき姿等，選手の実例や自らの体験を基にお

話をされ大変興味深く，勉強になりました。

中でも，目標は段階的に持つこと，今３０点なら，いき

なり１００点を目指すのではなく，５０点や６０点を目指

すことが大切で，そうすることで達成感と次に向かう意欲

をもつ（もたせる）ことができるというお話はとても参考

になりました。

イチロー選手に関する書籍は書店でもよく目にします。私も読みました。段階的な目標をもち，確実に高

みを目指すという記述も書かれていました。その他にも啓発される部分がたくさんあり感銘を受けるととも

に，参考にもなりました。

本校図書室にも様々な人物伝，伝記に類する本がたくさんあります。残念ながら物語の本より人気は低い

ようです。

自分の生き方を考えるには，人に学び，改めて自分を見つめなおすことも大切です。夜が長くなり室内で

過ごす時間が多くなるこの時期，東っ子もぜひ伝記を読んでほしいと考え，次回朝会で紹介しようと考えて

います。是非ご家庭でも。

１９９３年オリックス・ブルーウェーブ

（現オリックス・バファローズ）にテスト

入団後、翌年にはメジャーリーガーのイチ

ロー選手の専属打撃投手を務める。イチロ

ー選手が２１０安打を達成したときに、イ

チローの専属打撃投手を務めていたことか

ら”イチローの恋人”としてマスコミに紹

介され、それ以来、コメントを依頼されて

の TV 出演多数。その傍ら、自身も現役選
手になる「夢」に向かい、幾度も入団テス

トの挑戦を行ったが、それは叶わず、１９

９６年に自らユニフォームを脱ぐ。

（Ｗｅｂページから引用）



～プログラミング思考を身に付ける～
物事を順序立てて考え，計画的に実行する考え方を「プ

ログラミング思考」と言います。このプログラミング思考

を身に付けることや，コンピューターが身近な生活で活用

されていることに気付くことを目的として「プログラミン

グ学習」を行っています。

パソコンのプログラミング学

習用のソフトを活用し,一つ一つ

の動きに対応した記号をどのよ

うに組み合わせたらいいか考え

ます。それにより，パソコンの

画面上のキャラクターを動かしたり，信号型の版を動かし

たりすることでプログラミングの仕方を学びます。

１１月８日には，プログラミング学習用のロボット「Pep

per（ペッパー）」が学校に来ました。旭川市内の小学校各

校で期間を決めて回っていて，今回愛宕東小で学習に活用

することになりました。パソコン上でプログラミングする

と，その指示の通りにロボット「Pepper」が話したり動い

たりします。プログラミングの仕方を学んだ後に，どんな

ことができるかを自分たちで考え，プログラミングする活

動を行っています。

の

２日（月） 街頭指導

４日（水） 百寿大学との交流（１年）

６日（金） クラブ活動

１０日（火） 参観日（中）

１１日（水） 参観日（高）

１２日（木） 参観日（低）

１３日（金） 委員会活動

１６日（月） 諸費引き落とし

２３日（月） ２学期終業式

B日課５時間授業給食あり

２４日（火） 冬休み（１月１５日まで）

＜3学期始業式＞

１月１６日（木）５時間授業・給食あり

～旭川市彫刻美術館の作品が学校へ～
旭川市彫刻美術館に所蔵している彫刻作品を学

校で展示する「彫刻巡回

展示」を愛宕東小でも行

いました。実際に触って

みるなど，間近で作品を

鑑賞することで，造形の

美への関心が高まる機会

となりました。また，愛

宕中学校美術担当の教員

や北海道教育大学旭川校

の方々による鑑賞指導の

授業も６年生を対象に行

いました。小中連携の一

つとなる機会にもなったと思います。

～平日の家庭学習・メディア・ゲームする時間～
放課後，家に帰ってから家

庭学習をする時間と,テレビ

・インターネット・ゲームな

どにふれる時間を「放課後時

間見直しシート」に記入する

取組を全校的に行いました。

平日の約１週間を記録した

結果は，学年✕１０＋１０分

という家庭学習のめやすとし

て設定した時間は，ほぼ達成

していました。メディアやゲ

ームにふれる時間は高学年になるにつれ増えています。こ

の時間を家庭学習や運動，読書，家族との団らんなどの時

間に有効活用できるように働きかけていきたいと思います。

家庭学習 メディア・ゲーム

１年 29 52
２年 38 49
３年 43 69
４年 52 84
５年 58 106
６年 70 131

（分）

～全校で絵を展示～
１１月１１日から１２月１２日まで校内絵画展

を開いています。互いの

作品を認め合いながら，

より高めようとすること

をねらいとしています。

各学級の廊下壁面や職

員室前廊下に作品を展示

しています。来校の際には，ぜひご覧ください。
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